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市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

１ 調査概要

➊ 市民意向調査編
対 象 者 市川市に居住する満18歳以上の男女 4,000人（平成27年7月1日時点・住民基本台帳）

調査方法 無作為抽出 郵送によりアンケートの配布・無記名で回収

調査期間 平成27年8月

回答結果 回答件数1,266件（回答率31.7％）

➋ 若者アンケート編
対 象 者 市川市に居住する満18歳～22歳の男女 1,000人（平成27年7月1日時点・住民基本台帳）

調査方法 無作為抽出 郵送によりアンケートの配布・無記名で回収

調査期間 平成27年8月

回答結果 回答件数242件（回答率24.2％）

➌ 転出者アンケート編
対 象 者 平成26年4月1日～平成27年3月31日に市川市より転出した満18歳以上の男女 2,000人

調査方法 無作為抽出 郵送によりアンケートの配布・無記名で回収

調査期間 平成27年8月

回答結果 回答件数456件（回答率22.8％）

➍ 転入者アンケート編
対 象 者 平成26年4月1日～平成27年3月31日に市川市に転入した満18歳以上の男女 2,000人

調査方法 無作為抽出 郵送によりアンケートの配布・無記名で回収

調査期間 平成27年8月

回答結果 回答件数472件（回答率23.6％）
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市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

２ 結婚の状況・未婚者の結婚願望

結婚の状況

（市民意向調査・回答全体男女）

結婚の状況

（市民意向調査・18～34歳・女性）

未婚者の結婚願望

（市民意向調査・回答全体・男女・未婚）

未婚者の結婚願望

（市民意向調査・18～34歳・女性・未婚）

（結婚願望）

〇34歳以下の未婚女性の結婚

願望は、85.1％と国調査

（出生動向基本調査・89％）

とほぼ同等となった

結婚願望 85.1%結婚願望 64.3%

（結婚の状況）

〇アンケートでは、34歳以下の

女性の独身割合は、49％

となった

（H22国勢調査・63.8％）
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市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

３ 未婚・晩婚の理由・結婚したいと思えるための支援

未婚・晩婚の理由（市民意向調査・18～34歳・未婚） 結婚したいと思える環境作りのための支援

（市民意向調査・18～34歳・未婚、若者アンケート）

（結婚願望）

〇34歳以下の未婚者があげる未婚・晩婚の理由として、『めぐり会う機会がない』『周囲にいない』などの出会いの場がない

ことがもっとも多い

〇次いで『金銭的余裕がない』という経済的理由が多くなっている

（結婚支援）

〇34歳以下の未婚者の希望する支援として、『雇用の安定』のほか『長時間労働是正』『出会いの場』『住宅取得支援』

がほぼ同程度となっており、全般的に支援を必要と感じているといえる

〇若者では、未婚者よりも特に『雇用の安定』『長時間労働の是正』『夫婦が働き続けられる』支援に対する要望が高い

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

その他

家庭の事情により結婚する環境でない

現在の生活レベルを落としたくない

仕事（学業）に専念したい

将来に希望を見いだせない

異性とうまくつきあえない

やりたいことがある

安定した仕事についていない

独身の自由や気楽さを失いたくない

結婚の必要性を感じていない

職場や周囲に未婚の異性がいない

仕事が忙しく、時間がとれない

結婚できるだけの金銭的な余裕がない

異性にめぐり会う機会（場）がない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

個人の問題なので行政の支援は必要ない

ライフイベントに関する相談窓口の充実

優良な住宅の供給

女性が働きやすい環境づくり

夫婦ともに働き続けられる職場環境の充実

住宅取得の資金貸与や家賃補助などの支援

男女の出会いの場の提供

長時間労働の是正等による自由時間の確保

安定して収入を得られる雇用機会の提供

市民意向調査

若者アンケート
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市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

理想とする子どもの数

（市民意向調査・50歳未満・女性・既婚者）

理想とする子どもの数

（市民意向調査・18～34歳・女性・未婚）

理想とする子どもの数

（若者アンケート・女性）

希望に対する現在の子どもの状況

（市民意向調査・50歳未満・女性・既婚者）

平均2.08人 平均2.11人 平均1.97人

４ 希望している（理想とする）子どもの人数は？・希望に対する現在の子どもの状況

（理想とする子どもの数）

〇理想とする子どもの数は、既婚者・独身者ともに平均2.1人程度と国調査（出生動向

基本調査・既婚者2.07人）とほぼ同等となった

〇若者の調査結果では、理想とする子どもの数は若干低い結果（1.97人）となった

（希望に対する子どもの状況）

〇約半数の回答が『希望より実際が少ない』となった

〇『希望よりも実施多い』という回答はほとんどなかった
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市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

５ 希望より実際の子どもが少ないと回答した人の理由（50歳未満女性既婚者）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

末子が定年退職までに成人してほしいから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

これ以上、育児の負担に耐えられないから

将来の雇用に不安があるため

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

配偶者が望まないから

家が狭いから

収入が不安定なため

配偶者の家事育児への協力が得られないから

今いる子どもに手がかかるため

健康上の理由から

自分の仕事（勤めや稼業）に差し支えるから

保育所などの預け先がないため

高年齢で出産が困難だから

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

（希望より実際の子どもの数が少ない理由）

〇『子育てや教育にお金がかかりすぎる』と金銭的な理由が、その他の理由よりも２倍以上多い結果となった

〇次いで、『高年齢で困難』『健康上の理由』といった身体的負担に関すること、

〇また、『保育所などの預け先がない』『仕事に差し支える』といった仕事に関することが多い傾向となった
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市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

６ これからも市川市に住みたいか？（定住希望）

定住希望（若者アンケート）

定住希望（市民意向調査） 「いつかは引越しをすると思う」「近々引っ越し予定」

と回答した人の希望転出先（市民意向調査）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他の地域

葛飾区

松戸市

千葉市

墨田区

習志野市

その他の千葉県内

江東区

浦安市

船橋市

江戸川区

その他の東京都内

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

その他

家業を継ぐから

親や親戚が望むから

市川市に希望の就職先・進学先がある

市川市なら通勤・通学が容易だから

市川市に友人、知人が多いから

親や親戚等と一緒に暮らしたいから

市川市が住みやすいまちだから

利便性の高いまちだから

生まれ育ったふるさとだから

「住み続けたい」「どちらかといえば住み続けたい」

と回答した人の理由（若者アンケート）

定住希望 76.6%

定住希望 63.0%
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市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

転出者の住み続けた可能性

（転出者アンケート・回答全体）

転出者の住み続けた可能性

（転出者アンケート・30～44歳）

７ 転出者は、市川市の住みやすさが向上することで、市川市に住み続けた可能性はあったか？

住み続け

た可能性

はあった

39.9%

住み続け

た可能性

はなかっ

た

60.1%

住み続け

た可能性

はあった

41.5%

住み続け

た可能性

はなかっ

た

58.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

地域活動や近所の助け合いが活発になる

教育や文化に対する親しみが増す

高齢者や障害者の施設等が充実する

都市生活と自然のバランスが良くなる

建物や土地などの資産価値が高くなる

図書館などの公共施設が充実する

公園等が充実する

まちのイメージが向上する

病院や診療所などの医療機関が充実する

娯楽施設や飲食店などが充実する

大型商業施設が充実する

まち並みやまちの雰囲気が良くなる

災害に強くなる

買い物が便利になる

治安が良くなる

道路交通が便利になる

保育園や子育て施設等が充実する

公共交通機関が便利になる

住宅価格や家賃が手頃になる

住み続けるために、市川市の住みやすさが向上する条件

（転出者アンケート・30～44歳・住み続けた可能性があった）

（転出者が住み続けたであろう条件）

〇転出者の約４割は、市川市の住みやすさが改善されることで住み続けた可能性が

あった

〇その条件として、『住宅価格・家賃が手頃になる』が、その他の理由よりも約２倍

多い結果となり、住み続けるためには住宅事情の改善が必要といえる

〇その他、『保育園等の充実』『道路交通』『治安』などの改善なども課題といえる
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市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

８ 転入者・転出者の引っ越し理由

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

バリアフリー対応を希望

二世帯住宅へ住み替えを希望

老朽化により住み替えが必要

以前より狭い住宅を希望

新しい賃貸住宅を希望

安い家賃の賃貸住宅を希望

新たな住宅の購入を希望

以前より広い住宅を希望

転入者アンケート

転出者アンケート

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

その他

災害・放射能からの避難ため

高校への進学を機に

移住を希望したため

通学を容易にするため

親や家族の介護のため

小中学校への進学を機に

大学等への進学を機に

前居住地の環境の悪化のため

親や子どもとの別居のため

離婚のため

退職を機に

親などと同居・近居のため

通勤を容易にするため

転勤のため

就職・転職を機に

住宅の条件を改善するため

結婚のため

転入者アンケート

転出者アンケート

住宅の条件を改善するためと回答した人の改善内容

（転入者・転出者）

（引っ越し理由）

〇転入者と転出者で引っ越し理由の傾向に大きな違い

はなかった

〇転入者は、『結婚を機に』『就職・転職を機に』

など、転出者に比べ、新生活をスタートするために

引っ越してくる傾向が高い

〇転出者は、『住宅条件の改善』が転入者に比べ高い

〇住宅条件の改善内容は、転入者・転出者ともに、

『以前より広く』または『新規の購入』を希望する

ことが主な理由となっている
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

親や子どもとの別居のため

小中学校への進学を機に

転勤のため

親や親族と同居・近居のため

就職・転職を機に

通勤を容易にするため

結婚のため

住宅の条件を改善するため

近隣市・東京都内

その他の県内、千葉・東京以外

市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

９ アンケート結果による転出超過層の実態①

近隣市

21.1%

東京都内

31.0%その他の

千葉県内

13.6%

千葉・東

京以外

34.3%

（参考）社会増減の状況（実績値）

30～44歳が転出超過傾向

30～44歳の転出先
（H20～26平均・実績値）

30～44歳の転出先
（転出者アンケート）

転出理由（転出者アンケート・30～44歳）

住宅条件の改善内容
（転出者アンケート・30～44歳

近隣市・東京都へ転出）

新たな住

宅の購入

を希望し

たため

44.9%
以前より

広い住宅

を希望し

たため

32.7%

新しい賃

貸住宅を

希望した

ため

4.1%

その他

18.4%

※近隣市は、船橋市、松戸市、
浦安市、習志野市

近隣市

17.0%

東京都内

28.8%

その他の

千葉県内

12.9%

千葉・東

京以外

41.3%
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39.6%

夫婦のみ

27.9%

一人暮ら

し
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その他
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市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

10 アンケート結果による転出超過層の実態②

市川市内

7.4%

千葉県内

12.0%

東京都内

73.1%

その他

7.4%

市川市から転出後の家族構成
（転出者アンケート・30～44歳

・近隣市・東京へ転出）

市川市から転出後の居住形態
（転出者アンケート・30～44歳・夫婦と子ども

・近隣市・東京へ転出）

転出先の住宅価格
（転出者アンケート・30～44歳・夫婦と子ども

・近隣市・東京へ転出・持家）

市川市から転出後の通勤・通学先
（転出者アンケート・30～44歳

・近隣市・東京へ転出）

（転出超過層の傾向）

〇転出超過層（30～44歳）は、５割強が近隣市あるいは都内へ転出している

〇その転出理由は、『住宅条件の改善』がその他の理由より２倍以上多い結果となった

〇『住宅条件の改善』の内容として、４割強が『新規の購入』、３割強が『以前より広

く』となっている

〇転出超過層の家族構成は、『夫婦と子ども』（子育て世帯）が４割弱と最も多い

〇転出超過層の子育て世帯の居住形態は、６割強が『持家』となっている

〇転出超過層の実態として、持家の取得を基本に、住宅環境の改善のために引っ越して

いる子育て世帯が多いことが伺える

持家

63.6%

民間賃貸

住宅

31.8%

寮や社宅

2.3%

その他

2.3% 2千万円未

満

8.0%

2～3千万

円未満

16.0%

3～4千万

円未満

40.0%

4千万円以

上

36.0%
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11 アンケート結果による転入超過層の実態①

近隣市

10.9%

東京都内

31.5%

その他の

千葉県内

17.0%

千葉・東

京以外

40.6%

（参考）社会増減の状況（実績値）

20～29歳が転入超過傾向

20～29歳の転入先
（ H20～26平均・実績値）

18～29歳の転入先
（転入者アンケート）

※近隣市は、船橋市、松戸市、
浦安市、習志野市

転入理由（転入者アンケート・18～29歳） ※近隣市および東京都内以外を「地方」と表記

（転入超過層の傾向）

〇転入超過層（18～29歳）の６割弱が、

『県内の近隣市以外』あるいは『千葉

・東京以外』の『地方』から転入

〇地方からの転入理由は、『就職・転出

を機』がそれ以外の理由より２倍程度

と多い結果となった

〇その他、『結婚』『通勤を容易に』

『転勤』などの理由がほぼ同数で多い

傾向となった

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

その他

通学を容易にするため

親や子どもとの別居のため

短大・大学等への進学を機に

退職を機に

住宅の条件を改善するため

転勤のため

通勤を容易にするため

結婚のため

就職・転職を機に

近隣市・東京都内

その他の県内、千葉・東京以外

近隣市

11.6%

東京都内

25.9%

その他の

千葉県内

12.7%

千葉・東

京以外

49.9%
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6万円未満

20.6%

6～8万円

未満

49.2%

8～10万円

未満

17.5%

10万円以

上

12.7%

一人暮ら

し

54.3%
夫婦のみ

23.4%

夫婦と子

ども

11.7%

三世代家

族

2.1%

その他

8.5%

市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

12 アンケート結果による転入超過層の実態②

持家

14.9%

民間賃貸

住宅

67.0%

寮や社宅

17.0%

その他

1.1%

市川市内

24.5%

千葉県内

12.8%
東京都内

52.1%

その他

10.6%

市川市へ転入後の家族構成
（転入者アンケート・ 18～29歳

・地方から転入）

市川市へ転入後の居住形態
（転入者アンケート・18～29歳

・地方から転入）

市川市へ転入後の家賃
（転入者アンケート・18～29歳
・地方から転入・民間賃貸住宅）

市川市へ転入後の通勤・通学先
（転出者アンケート・18～29歳

・地方から転入）

（転入超過層の傾向）

〇転出超過層の家族構成は、『一人暮らし』が５割強と最も多い

〇居住形態は、７割弱が『民間賃貸住宅』であり、その家賃は６～８万円程度となって

いる

〇通勤・通学先は、『東京都内』が５割強と最も多く、次いで『市川市内』が２割強と

多い

〇転入超過層の実態として、地方から、就職を機に、市川市へ引っ越しをしてきて

一人暮らしを始める世帯が多いといえる
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他

高齢者や障害者の施設等が充実している

地域の活動や近所の助け合いが活発

教育や文化に親しみがある

災害に強い

近くに図書館などの公共施設がある

建物や土地などの資産価値が高い

保育園や子育て施設等が充実している

近くに公園等がある

都市生活と自然のバランスがとれている

近くに娯楽施設や飲食店が充実している

まちのイメージが良い

近くに大型商業施設が充実している

病院や診療所など医療機関が利用しやすい

道路交通が便利である

まち並みやまちの雰囲気が良い

治安が良い

学校・職場などから近い

住宅価格や家賃が手頃である

公共交通機関が便利である

買い物が便利である

転入者アンケート

転出者アンケート

市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

13 引っ越し先（実際に家のある場所）を選ぶ際に優先して考えた条件は？

（引っ越し選びの条件）

〇転入者と転出者で、引っ越し先選びの条件の傾向

に大きな違いはなかった

〇転入者が優先した条件の傾向として、

『買い物が便利』『公共交通機関が便利』が高い

傾向にあり、市川市を利便性の高さで選んでいる

ことが伺える

〇転出者が優先した条件の傾向として、

『買い物が便利』『公共交通機関が便利』 のほか

『住宅価格』『職場から近い』がほぼ同数で高く

市川市に住んでいた時の好条件に、住宅や通勤の

条件も加味していることが伺える

〇その他、『道路交通』『自然』『災害』などの

条件について、転出者が転入者に比べて優先して

いる状況が伺える
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他

高齢者や障害者の施設等が充実している

保育園や子育て施設等が充実している

地域の活動や近所の助け合いが活発

災害に強い

教育や文化に親しみがある

まちのイメージがよい

まち並みやまちの雰囲気が良い

公園等が充実している

建物や土地などの資産価値が高い

住宅価格や家賃が手頃である

図書館などの公共施設が充実している

都市生活と自然のバランスがとれている

近くに娯楽施設や飲食店が充実している

治安が良い

学校・職場などから近い

近くに大型商業施設が充実している

道路交通が便利である

病院や診療所など医療機関が利用しやすい

交通の便がよく通勤・通学が楽である

買い物が便利である

市民意向調査

若者アンケート

市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

14 市川市について感じていることは？（市のイメージ）

（市のイメージ）

〇市民全般からは、『買い物が便利』『交通の便が

良い』が他の理由よりも高く、次いで、『医療機

関が便利』『道路交通が便利』『大型商業施設の

充実』など、利便性が高いというイメージを持っ

ていることが伺える

〇一方、『福祉施設が充実』『保育園が充実』『地

域活動が活発』『災害に強い』が５％程度と非常

に低く、課題といえる

〇若者からは、市民全般同様、利便性が高いという

イメージのほか、『道路交通が便利』『娯楽施設

が充実』『公共施設が充実』『公園が充実』『ま

ち並み』が市民全般よりも高く、全般的に好印象

となっていることが伺える
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市川市の将来人口に関する市民アンケート（結果速報）

15 市川市に定住したいと思う人を増やすために実施したほうが良いと思う取り組みは？

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

その他

起業希望者への相談や資金助成

自治会など、地域活動の活性化

公共サインのデザインの統一化

シティプロモーション

同居や近居するための支援

公立校の課外授業や放課後学習の充実

住宅のリフォーム助成

魅力的なまち並みや景観の整備

仕事と生活の両立支援

元気な高齢者が活躍できる機会の充実

子育て世帯への住宅購入補助や支援

若者の安定就労を支援する取り組み

介護施設の増設や介護サービスの拡充

子どもの医療費助成の拡充

安心して妊娠～子育てできる相談支援

防犯対策の強化

市税の減税

市民意向調査

若者アンケート

転出者アンケート

転入者アンケート

（定住促進のための取り組み）

〇４つのアンケート全てにおいて、『市税の減税』

『防犯対策』『妊娠～子育ての支援』が高い傾向と

なった

〇若者からは、『若者の安定就労』『両立支援』が他

のアンケートよりも比較的高い傾向にあり、就労支

援を希望していることが伺える

〇転出者からは、『子育て世帯への住宅購入助成』が

他のアンケートよりも比較的高い傾向にあり、住宅

購入のために子育て世帯が転出超過傾向にあること

の裏付けと読み取れる

〇転入者からは、『妊娠～子育ての支援』『子育て世

帯への住宅購入助成』『景観整備』が他のアンケー

トよりも比較的高い傾向にあり、子育て支援の充実

や住みやすい街づくりが望まれていることが伺える

15




